





























　第 1 巻は，「第 1 篇 利子生み資本」と題され，









に異を唱える。著者によれば，草稿第 5 章は 3
つの部分に分かれる。草稿は 1）から 6）まで
の 6 つの節に分かれ，第 1 の部分はエンゲルス
版第 21 章から第 24 章にあたる 1）から 4）で
利子生み資本の概念的な把握の部分を対象とす
る。第 2 は 5）の利子生み資本の概念的把握を
前提にして利子生み資本の具体的な形態である
信用制度下の利子生み資本を扱う部分である。



























第 1 巻  利子生み資本
第 2 巻  信用制度概説
第 3 巻  信用制度下の利子生み資本（上）






















































































賃金騰貴が monied capital に対する需要を大き
くするので利子率を高くする。賃金の上昇は利




　第 4 巻は，「第 3 篇 信用制度下の利子生み資
本」（続き）と「第 4 篇 資本主義以前の利子生
み資本」からなる。ここではエンゲルス版第






























































































































済学者の使う moneid capital とマルクスのそれ
との違いはどこにあるのだろうか。著者は，マ
















よって貸し出されるものが monied capital と呼
ばれると指摘している。こうした点を考慮する
と，マルクス以前の資本家や実務家や経済学者










全 4 巻：第 1 巻『利子生み資本』454 頁，定価
6,000 円＋税／第 2 巻『信用制度概説』421 頁，
定価 5,600 円＋税／第 3 巻『信用制度下の利子
生み資本（上）』626 頁，定価 8,200 円＋税／第
4 巻『信用制度下の利子生み資本（下）』574 頁，
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